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移住者 side 

 

えひめ移住者 Special Interview！ 

 だから、私は愛媛
こ こ

にいる Vol.1  
                      2016.April 

【今治市関前
せきぜん

諸島】成田晶彦さん、紫乃さんと中野美喜男さん 

「隣の兄ちゃんでもないし、よそから来た兄ちゃんでもない」（中野さん） 

移住ってなんだろう。引越しとも転職とも、何かが少し違う。その違いは、人とのかかわりなのかもしれない。 

新しい土地に飛び込んだ人たちと話をすると、地元で暮らしをサポートした人たちの姿が見えてくる。 

同じ土地で暮らす「先輩」と「後輩」 

それぞれの視点から、移住を見てみたい。そんな思いから、移住者を尋ねて、こう聴くことにした。 

「あなたの愛媛暮らしを支え、応援してくれた人はいますか」 

 

今治市からフェリーで約１時間。下船した５人の乗客が去

ると、島の玄関口は静寂に包まれた。瀬戸内海に浮かぶ人口

400 人あまりの今治市岡村島。愛媛県だが、島を結ぶ「安芸

灘とびしま海道」で広島県呉市とつながっている。 

成田晶彦さん、紫乃さん夫妻が営む「まるせきカフェ」は島の

フェリー乗り場から１分のところにある。空き家を自分たちの手

で改装した店内は、カフェ風のテーブルと和風の小上がりで構

成され、地元島民の憩いの場であり、週末になるととびしま海

道を通ってやってくる観光客でにぎわう。 

成田晶彦(なりた・あきひこ)さん=東京都出身、紫乃(しの)さん

=大阪府出身 

移住前はそれぞれ東京で、晶彦さんは会社経営、紫乃さんは

デザインや WEB 制作業に従事。平成 24 年 4 月にそろって今

治市関前支所の地域おこし協力隊に就任し、26 年に結婚。

現在は岡村島で「まるせきカフェ」を営むほか、「農業生産法

人株式会社みかんの島」を立ち上げ農業にも従事。 
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■震災に背中を押され 

「オーラというか空気感というか。島に着いた瞬間に“理想

の島”だと思ったんです」 

夫妻は岡村島を中心とした関前諸島に一目ぼれをして

移住した。当時は結婚しておらず、東京で別々の仕事に

就いていた２人。「40 歳を過ぎたら島暮らし」と冗談交じり

に語っていた晶彦さんと「60 歳を過ぎたら農業」を夢見てい

た紫乃さんが移住へと動いたのは平成 23 年 3 月 11 日

の東日本大震災がきっかけだった。「やりたいことは今やらな

ければ」 

２人はそれぞれに移住先を探した。晶彦さんは全国の

島をめぐり、紫乃さんは地域おこし協力隊を募集していた

今治市の各島をまわった。そうして、２４年４月に２人そ

ろって今治市関前支所の地域おこし協力隊に着任した。 

島の活性化を目指して意気込んで着任した晶彦さんの

思いとは対照的に、市役所からは明確なミッションを与えら

れなかった。一方、東京でデザインや web 制作の仕事を

し、移住後も web 関連のスキル生かそうと考えていた紫乃

さんも島の通信環境が整っておらず、計画の再考を余儀な

くされていた。 

■“終わっていく島”に芽生えた希望 

そこで地域から依頼されたのが、島のお土産となるような

スイーツづくりだった。とびしま海道の終点地である岡村島だ

が、お土産となるような商品がなく、地元の住民も広島側

の島でお土産を工面するありさまだったのだ。 

プリン好きの晶彦さんは卵の殻のなかにプリンを詰めた「プ

リンのたまご ひめっこプリン」を考案。２人で協力し、地元

産のレモンやヒジキを入れたパウンドケーキも作り上げた。紫

乃さんはお土産用の包みをデザイン。料理が得意な晶彦さ

んとデザイン・広報担当の紫乃さん、２人は役割分担をし

ながら一緒に活動した。 

26 年に結婚したのは「自然な流れ」（紫乃さん）。挙

式は島の神社で行った。島内での結婚式は 36 年ぶりで、

神社へと向かう道では島の女性たちが「瀬戸の花嫁」を歌

って祝福した。 

「未来のある人たちはここに来てはいけない」。移住後に

島民から言われた言葉だ。大下
お お げ

島、小
こ

大下
お お げ

島を含む関前

諸島の人口は約 500 人で 65 歳以上の割合は 65％を

超える。目立った仕事がない島では若手世代の呼び込み

も見込めず、「終わっていく島」と揶揄した島民もいた。 

 

 

 

だが、夫妻がカフェの改修を始めると「ありがとう」と声をかけ

られる機会が増えた。商店、銭湯、子どもの声。長い年月を

かけていろいろな物がなくなるばかりだった島にできる“新しいも

の”が、未来をあきらめかけていた島民に希望の種をまいた。 

■「ずっとこの島に住み続けたい」 

夫妻は 27年３月、協力隊の任期を終えた。現在はカフェ

経営のほかに、農園を営む。農園はカフェで使用する食材が

まかなえる程度の小規模なものだ。「農産品の６次産業化と

いうが、大規模な農園はそれだけで忙しく、商品開発にまで

手が回らない」(晶彦さん)。カフェ経営と両立できる規模で、

“地産店消”モデルを確立すれば、農家民宿などを目指す移

住者の手本となる。 

4月からは島内の宿泊施設の管理者にも名乗りを上げた。

さらに、晶彦さんは「人を寄せ付ける目印」として、自身が好き

なカピバラを目玉にしたふれあい農園を構想する。宿泊施設

や農園が軌道に乗れば、新たな雇用が生まれ、人を呼ぶこと

ができる。 

活動の原動力は「自分たちがずっとこの島に住みたいという

思い」だと晶彦さんは言う。隣で紫乃さんが続けた。「私たちは

老後をこの島で暮らすイメージもできている。だから、この島に

は私たちが大好きな、良い島のまま存続してほしい」 

 

成田晶彦さんと紫乃さん㊤。紫乃さんがデザインしたお土産の包み紙

㊧と「プリンのたまご」やパウンドケーキなどの盛り合わせ 
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■成田産業が与えた影響 

刺激を受けたのは中野さん自身も同様だ。「仕事がな

いなかで、人を受け入れることは考えられない」と思っていた

が、続いていた人口減少が止まり、いつかは人を呼べるよう

になるのかもしれないと期待するようになった。これまで空き

家の利活用に消極的だった島民にも、空き家を提供する

動きが出始めている。 

「成田産業」。中野さんは多方面に広がる２人の取り

組みをこう呼ぶ。「成田産業はまだまだ始まったばかり。何

年かかるかも分からないが、外から力が入れば、うまくまわ

るようになる。自分がそのマンパワーの１人になれるかもし

れない」 

中野さんは今年度、定年を迎える。支所長と協力隊か

ら始まった関係は、島民同士に形を変えて、継続しようと

している。 

成田夫妻は中野さんにとってどのような存在かー。「隣の

兄ちゃんでもないし、よそから来た兄ちゃんでもない。同輩と

いうと歳が違いすぎるから怒られるかもしれんけど」 

そういって携帯電話に保存された１枚の写真を見せてく

れた。結婚式に向かう成田夫妻の姿を納めたものだ。 

「あの景色が目に焼きついとんよ」。そう言うと、きゅっと目じ

りが下がった。 

 

 

「協力隊といっても物見遊山。３年経てば帰っていくん

やろう」 

平成 24年、初めての地域おこし協力隊受け入れを前

に、今治市役所関前支所長の中野美喜男さんの胸に湧

き上がった思いだ。 

岡村島、大下島
お お げ じ ま

、小
こ

大下
お お げ

島の３島からなる関前諸島

の出身。関前村役場に入り、平成 17 年の市町村合併

で今治市の職員となった。人口が減り続ける故郷に協力

隊が入ることに、わずかな期待感もあったが、「実際は厳し

いだろう」という思いを払拭することはできなかった。 

■定住公言も拭えぬ不安 

市内６支所が同時に協力隊を募集し、関前を希望し

たのは成田晶彦さん、紫乃さんの２人だけ。希望以外の

支所でも勤務可能と答えた応募者が多いなか、２人は

「永住希望なので、関前でなければいやだ」と言い切った。

定住すると公言する２人にもなお、「大風呂敷を広げよん

やろうか」と懐疑的だった。 

着任した２人に支所として具体的な要望は出さなかっ

た。協力隊は地域の困りごとに対応する“何でも屋”という

イメージを持っていたが、起業を目指す２人と接するうちに

考えが変わったからだ。「こちらから仕事を与えても、協力

隊が目指すものとギャップがあれば意味がない」 

支所長として、協力隊と市役所本庁の間に立たされる

ことも少なくなかった。自身は「つかず離れずの関係を心が

けた」と話すが、成田さん側の見方は異なる。「私たちの文

句に真正面から対応してくれた。暴走しそうなときになだめ

てくれたのも中野さんだった」と振り返る。 

■島のお父さん 

成田さんには忘れられない光景がある。カフェを開店し

て間もないころ、島内の祭りの最中に突然、中野さんが店

を訪れた。満席の店内を見渡すと「いっぱいだ。よかった」と

笑って立ち去った。その姿を見て紫乃さんはこう思った。

「いつもお父さんみたいに私たちのことを心配してくれる」 

成田さんが岡村島に住んで４年がたった。移住直後に

そろって消防団に入り、葬儀の手伝いなど積極的に地域

とかかわったからこそ「地元も躊躇なく受け入れることができ

た」と中野さんは振り返る。そして、「島は２人からたくさん

の刺激を受けた」。 

 

 
地元 side 

 

成
田
晶
彦
さ
ん
と
紫
乃
さ
ん
の
結
婚
式
の
写
真
を
見
せ
る
中
野
美
喜
男
さ
ん 

中野美喜男(なかの・みきお)さん 

 旧関前村(現今治市)出身。今治市役所関前支所長

時代地域おこし協力隊として成田晶彦さん、紫乃さんを

採用し、3 年間の協力隊任期中も支所長としてかかわっ

た。今治市中央公民館長などを経て、今年４月から再

び関前支所長に就任。 
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今治市関前諸島 

岡村島、大下島、小大下島の３島で形

成される。人口約 450 人で 65 歳以上

の割合が 72％を超える超高齢化地域。

以前は岡村島だったが平成 17 年に平

成の大合併で今治市となった。 

関前諸島で最大の岡村島は、今治港の

北西約 17 キロにありフェリーで 1 時

間～1 時間 20 分。広島県呉市から島

をむすぶ「安芸灘とびしま海道」の終

点でもある。 

 
【まるせきカフェ】 

〒794-1101愛媛県今治市関前岡村甲 728-6 (岡村島フェリーターミナルから左に徒歩１分) 

営業日時：月･金土日祝 11 時～17 時 ※冬季（10 月～2 月）：月曜不定休  

HP：http://marusekicafe.com/ 

 


